
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 第４章 俳句の一覧操作 
 

 ４．１ 俳句帳を選択する 
 ４．２ 一覧を上下左右に移動する 
 ４．３ 自動整列する 
 ４．４ 文字の大きさを変える 
 ４．５ 列順・列幅を変更する 
 ４．６ 書体を変更する 
 ４．７ 縦書き俳句の表示有無を設定する 
 
 この章では、登録した俳句の一覧操作を説明します。 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 



 44

４ 俳句の一覧操作 

 
 俳句を閲覧するためには、まず、俳句を格納している俳句帳の選択を行います。 

 俳句帳を選択すると、俳句の一覧画面が開いて、俳句の閲覧が可能となります。 
 

 俳句の閲覧には、登録の時のような決まった手順があるわけではありません。 

 俳句三昧のプログラムは、閲覧用にいくつかの機能を用意しているので、これらの 
 機能を組み合わせて、俳句の閲覧を行うことになります。 

 
 本章では以下の構成で、閲覧の方法を説明します。 

 
 ① 俳句帳を選択する     →４．１ 

 ② 一覧を上下左右に移動する   →４．２ 

 ③ 自動整列する      →４．３ 
 ④ 文字の大きさを変える    →４．４ 

 ⑤ 列順・列幅を変更する    →４．５ 
 ⑥ 書体を変更する     →４．６ 

 ⑦ 縦書き俳句の表示有無を設定する →４．７ 

 
 

４．１ 俳句帳を選択する 
 

 俳句を閲覧するためには、まず、俳句を格納している「俳句帳」を選択する必要が 
 あります。俳句帳の選択方法は以下の通りです。 

 

（１）メニュー操作 
 

 俳句帳を選択するためには、ファイルメニューから「俳句帳を開く」を選びます。 
 または、ツールバー上の、   このアイコンを選択します。 

 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 この操作により、次ページのような俳句帳の選択画面が開きます。 
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（２）俳句帳の選択 

 
 以下は俳句帳の一覧画面です。 

 俳句帳の名称や、俳句の登録件数などが表示されています。 
 

  

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 ここで、閲覧したい俳句帳を選択します。 

 一覧上でマウスの左ボタンを１回押すと、その行が青色表示に変わります。 
 画面の例では、「いにしえの俳句」が青色表示となっており、これが現在選択中の 

 俳句帳であることを示しています。この状態で、「選択」ボタンを選ぶと、俳句帳 
 の選択作業が完了して、俳句の一覧画面に戻ります。 

 但し、今まで開いていた俳句帳に変更がある場合、これに先立って保存の確認画面 

 が開きます。（「３．１ （４）保存の確認画面について」参照） 
 

 備考：俳句帳画面の表示色について 
 

 俳句帳の画面では、色によって俳句帳の属性を表現しています。 
 

 赤い字  ：この俳句帳画面に来る前に 

       開いていた俳句帳です。 
 

 黄色の背景：修正ができない閲覧専用の 
       俳句帳です。 

 

 青色の背景：「選択」ボタンにより、 
       これから開こうとしている 

       俳句帳です。 
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４．２ 一覧を上下左右に移動する 

 
 以下は、俳句帳「いにしえの俳句」に含まれる俳句の一覧表です。 

 この俳句帳には１０９８９件の俳句が登録されていますが、画面例の通り、いまは 
 最初の２１件だけが見えている状態です。 

 つまり、画面の下方には、まだ多くの俳句が隠れていることになります。 

 
 また現在は、番号・俳句・詠んだ日・詠んだ場所の４項目だけが表示されている 

 状態ですが、画面の右側にも、多くの項目が隠れています。 
 

 本節では、一覧リストの上下左右の移動方法を説明します。 
 

 

         いにしえの俳句 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

           10989件の俳句が登録されています。 
 

 俳句の表示内容や列の順序は実際の画面と異なる場合があります。 
操作方法を的確に説明するため上図には出荷時の順序とは異なる画面例を掲載して 

います。また、俳句の表示順序や列の順序は変更が可能であるため、お客様の操作 

により実際の表示内容と掲載の画面例が異なる場合があります。 
これは、次ページ以降の一覧画面についても同様です。 

表示順の変更は「４．３ 自動整列する」をご参照ください。 
また列順の変更は「４．５ 列順・列幅を変更する」をご参照ください。 
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（１）一覧リストのマウスによる上下移動 
 

 画面右側のつまみ（スクロールバー）を、マウスの左ボタンで押しながら、マウス 
 を上下に動かすと、マウスの動きに応じて、一覧リストが上下に移動します。 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

   つまみ（スクロールバー）の拡大図 
 

    マウスの左ボタンで１回押すごとに、一覧リストが上方に少しずつ 

    移動します。 
    これにより、画面の上側に隠れている俳句が見えるようになります。 

 
    マウスの左ボタンを押しながらマウスを上下に移動すると、マウスの 

    動きに合わせて、一覧リストが上下に移動します。 
 

    マウスの左ボタンで１回押すごとに、一覧リストが下方に少しずつ 

    移動します。 
    これにより、画面の下側に隠れている俳句が見えるようになります。 
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（２）一覧リストのキーボードによる上下移動 
 

 一覧リストの上下移動は、キーボードからも操作することが可能です。 
 キーボードを操作する場合は、下図のキーを使用します。 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 ① Home  一覧リストの先頭の句が見えるように移動します。 
 

 ② End  一覧リストの最後の句が見えるように移動します。 

 
 ③ PageUp １画面ごとに上方に移動します。 

 
 ④ PageDown １画面ごとに下方に移動します。 

 
 ⑤ ↑  １件ずつ上に移動します。 

 

 ⑥ ↓  １件ずつ下に移動します。 
 

 
 ノート型コンピュータの場合 
 

 ノート型のコンピュータでは、キーボードの配列が上図とは異なる場合があります。 
 使用するキーの刻印は、上記①～⑥ の太字の通りですので、お手持ちのコンピュ 

 ータの説明書をご参照の上で、キーがどこにあるかをお探し下さい。 
 

 
          Home/Endなどは、おおむねこのあたりに 

          あります。（機種により異なります。） 

          ノート型の場合は、左下の[FN]キーを同時 
          に押さないと、動作しない場合があり、 

          注意が必要です。 
 

          上下左右キーは、おおむねこのあたりに 

          あります。（機種により異なります。） 
 

 Home/End/PageUp/PageDownなどは、このあたりにある[FN]キーを同時に押しながら 
 でないと動作しない場合があります。 
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（３）一覧リストのマウスによる左右移動 
 

 画面下側のつまみ（スクロールバー）を、マウスの左ボタンで押しながら、マウス 
 を左右に動かすと、マウスの動きに応じて、一覧リストが左右に移動します。 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

  マウスの左ボタンで１回押すごとに、一覧リストが左方に少しずつ移動します。 
  キーボードの[←]キーを押したときも、同様の動作を行います。 

 

  マウスの左ボタンで１回押すごとに、一覧リストが右方に少しずつ移動します。 
  キーボードの[→]キーを押したときも、同様の動作を行います。 

 
 

 
  マウスの左ボタンを押しながらマウスを左右に移動すると、マウスの動きに 

  合わせて、一覧リストが左右に移動します。 
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４．３ 自動整列する 

 
 俳句の一覧リストは、以下の項目で自動整列させることが可能です。 

 
 ① 俳句  昇順の場合： 文字コードの小さい順に整列します。 

    降順の場合： 文字コードの大きい順に整列します 

 
 ② 季節  昇順の場合： 新年→春→夏→秋→冬の順に整列します。 

    降順の場合： 冬→秋→夏→春→新年の順に整列します。 
 

 ③ 作者  昇順の場合： 文字コードの小さい順に整列します。  
    降順の場合： 文字コードの大きい順に整列します    

 

 ④ 詠んだ日 昇順の場合： 古い順に整列します。 
    降順の場合： 新しい順に整列します。 

 
（１）昇降順の指定 

 

 まず、表示メニューから「昇降順」を選び、「昇順」または「降順」を選択 
 します。以下の例では、「降順」を選択しています。 

 
  

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

（２）整列の実行 
 

 続いて、表示メニューから「整列」を選び、対象となる項目を選択します。 
 以下の例では、「作者」を選択しています。 
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 以下は、作者で整列した場合の一覧リストの例です。 
 作者で整列を行うと、同じ作者の俳句が集まって並びます。 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 ※俳句の表示内容や列の順序は実際の画面と異なる場合があります。 
 

 
 備考：手動操作による並び順の変更について 
 

  俳句三昧プログラムでは、自動整列だけではなく、手動操作による並び順の 
  変更も可能です。 

  手動操作による並び順の変更は「８ 俳句の移動とコピー」をご参照くだ 
  さい。 

 
 備考：文字コードについて 
 

  文字コードはコンピュータで文字を利用するために各文字に割り当てられた 
数値です。文字コードで整列する場合、かならずしも５０音順に並び替わる 

わけではありませんが、同一文字は集まって来ますので、作者別に整列したい 
場合などに効果があります。 
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４．４ 文字の大きさを変える 

 
 一覧リストの文字サイズを変更する場合は、表示メニューから「一覧の文字サイズ」 

 を選び、特大・大・中・小のいずれかのサイズを指定します。 
 一度設定した文字サイズは、次回起動時にも保持されます。 

 お好みに合わせて、文字サイズを調整して下さい。 

 
  

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

（１）文字サイズ「小」の画面例 
 

 以下は、文字サイズを「小」とした場合の一覧リストです。 
 文字を小さくすると、画面に多くの俳句を表示することが可能となります。 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 この画面例では、6500～6534の３５件分の俳句を表示しています。 
 俳句の表示内容や列の順序は実際の画面と異なる場合があります。 
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（２）文字サイズ「特大」の画面例 
 

 以下は文字サイズを「特大」とした場合の一覧リストです。 
 この画面例では、6500～6516の１７件分の俳句を表示しています。 

 俳句数は少なくなりますが、文字は読みやすくなります。 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

４．５ 列順・列幅を変更する 
 

（１）列幅の変更 
 

 文字を大きくすると、俳句が切れてしまう場合があります。 
 上記画面で、「．．．」となっている所は、俳句が長すぎて列内に納まらなかった 

 ことを示しています。 

 このような場合、列幅は、以下の方法で変更することが可能です。 
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 まず、マウスカーソルを、一覧表の項目名の上に移動します。 
 列の境界付近に移動すると、マウスカーソルの形状が「＋」型に変化します。 

 
  

 

  
 

  
 

  
 

 

 マウスカーソルの形状が「＋」型に変化した時、マウスの左ボタンを押します。 
 左ボタンを押したまま、マウスを左右に移動すると、列幅が変化します。 

 
 下記の画面例では列幅を拡げたため、最初は「散．．．」となっていた俳句が 

 最後まで表示されています。 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 ※俳句の表示内容や列の順序は実際の画面と異なる場合があります。 
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（２）列順の変更 
 

 列順の変更を行う場合も、マウスカーソルを一覧表の項目名の上に移動します。 
 ただし、列の境界付近ではなく、中央部分に移動します。 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 ここで、マウスの左ボタンを押し、押したまま左右に移動すると、列が移動します。 

 以下の例では、作者を、詠んだ日の前に移動しています。 
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４．６ 書体を変更する 

 
 一覧表示の書体および、縦書き俳句の書体は、変更することが可能です。 

 書体の変更は、「管理」メニューから「オプション設定」を選んで設定します。 
 

  

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 オプション設定画面の「俳句一覧の書体名」および、「俳句縦書きの書体名」を 

 変更すると、下記画面例のように書体が変化します。 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
俳句の表示内容や列の順序は実際の画面と異なる場合があります。 

書体の種類はコンピュータによって異なります。 
上記画面例の書体が、すべてのコンピュータに存在するわけではありません。 
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４．７ 縦書き俳句の表示有無を設定する 

 
 画面中の縦書き俳句は非表示にすることが可能です。 

 同様に、ツールバーやステータスバーも非表示にすることが可能です。 
 

  ツールバー 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
  縦書き俳句 
         ステータスバー 
 

 これらの表示有無は、「表示」メニューで設定します。 

 これらの項目を１回選択すると画面から消え、もう一度選択すると、画面に現れ 
 ます。 

 
 

 

 
        以下は、縦書き俳句・ツールバー・ステータスバー 

        をすべて非表示とした状態の画面です。 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
※俳句の表示内容や列の順序は実際の画面と異なる場合があります。 
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